














近年、国際財務報告基準（International Financial Reporting Standards: IFRSs）に関する
実証分析は、主に欧州連合（European Union: EU）市場を分析対象として展開されている。























対象に焦点をあて、研究内容による分類を第 1 分類、研究対象による分類を第 2 分類とす
る。このような分類に基づいて、本稿では、主に EU における IFRSs の強制適用に関する実
証研究と、実質的に IFRSs を強制適用しているオーストラリア、中国、香港地域における実
証研究をレビューすることで、先行研究の不足点を指摘し、今後の研究課題を明らかにした













































国際会計基準委員会（International Accounting Standards Committee: IASC）およびその後







は、IFRSs 全体を取り扱ったものと個別基準を取り扱ったものの 2 つに区分することができ
る。また、これらの研究は、会計情報の品質の測定尺度により、①情報内容、②価値関連性、









（earnings management）、損失認識の適時性（timely loss recognition）、価値関連性（value 
relevance of accounting amounts）という 3 つの指標により示されている。それ以外にも、
情報内容（information content）、比較可能性（comparability）、信頼性（reliability）、透明
性（transparency）などを挙げている研究者も存在する（Horton and Serafeim, 2010; Prather-
Kinsey et al. 2008） (4)。
IFRSs に基づいて作成された会計情報の品質が IFRSs の適用前と比べてどのように変化す












Armstrong et al.（2010）のイベント・スタディでは、IFRSs の強制適用に対する EU 諸国












 ① 2005 年までに EU の上場企業が IFRSs を適用した時点。
 ②欧州財務報告諮問グループ（European Financial Reporting Advisory Group: EFRAG）が 2002 年 5 月
14 日に現存する IFRSs を承認するという提案を公表した時点。
 ③ EFRAG が 2002 年 6 月 19 日に現存する IFRSs を承認するという提案を公表した時点。
 ④フランス大統領 Chirac が IAS 39 およびそのあり得るネガティブな影響を表明した時点。
 ⑤欧州域内市場・サービス総局の理事 Bolkestein がアドプションを支持した時点。
 ⑥ EU 経済・財務相理事会（European and Financial Affairs Council: ECOFIN）および会計規制委員会
（Accounting Regulatory Committee: ARC）が IFRSs のアドプションを支持した時点。
 ⑦欧州委員会（European Commission: EC）が IAS 32、IAS39 以外の現存する IFRSs を承認した時点。
 ⑧ IAS 32 および IAS 39 の問題点が解消されるまで、Bolkestein が遅延承認を受け入れた時点。
 ⑨ HSBC が全面に IAS 39 を実行すると発表した時点。
 ⑩ EFRAG が IAS 32 を承認する提案を公表した時点。
 ⑪ EFRAG が IAS 32 を承認する草案を公表した時点。
 ⑫ ARC が IAS 39 の承認を提案するが、公正価値および当座預金のポートフォリオヘッジ（portfolio 
hedging of demand deposits）と関連する条項を区分けすると提案した時点。
 ⑬ EC が IAS 39 を区分けする条項とともに承認した時点。
 ⑭ IASB が IAS 39 を公正価値とともに改定すると公表した時点。
 ⑮ ARC が改定された公正価値オプションの承認を提案した時点。










Prather-Kinsey et al.（2008）では、資本市場において IFRSs を理解するために時間がか
かることを考慮した上で、EU の上場企業をサンプルとした利益の情報内容に関する資本市
場の反応についての研究が行われている。なお、データは、2005 年におけるサンプルを除
いて、2004 年および 2006 年における 157 社のサンプルから構成されている。分析の結果、








Prather-Kinsey et al.（2008）では、OJ（Ohlson and Juettner-Nauroth）モデルを用いて、
資本の簿価および利益の価値関連性を分析し、IFRSs の強制適用後（2006 年）の価値関連性
が IFRSs の強制適用前（2004 年）より有意に高いことが指摘されている。ただし、各国の
企業ごとに、異なる法律制度に従っていることにより生じたデータの異質性（heterogeneity）
とサンプルの不足がこのような分析結果に影響を与えていると考えられる。
このような Prather-Kinsey et al.（2008）の分析に対しては、IFRSs の適用後において
も IFRSs が継続的に改訂されることによって、期間ごとに IFRSs 適用による会計情報の品
質への影響は異なってくるとの見解が存在する（Pope 1993）。そこで、Paananen and Lin
（2009）は、ドイツの上場企業をサンプルとして、2000 年から 2006 年までのデータを使用し
て、分析期間を以下の 3 期間に分けて、期間ごとの会計情報の品質を分析することにより、
Prather-Kinsey et al.（2008）を改善している。すなわち、IAS（2000-2002 年）期間、IFRSs





呉他（2013）は、Ohlson モデルと修正 Ohlson モデルを用いて、2000 年から 2011 までの






いる先行研究も存在することを確認した。また、IFRSs の強制適用後においても IFRSs が継
続的に改訂されることによって、期間ごとに IFRSs 適用による会計情報の品質への影響は
異なってくると考えられている（Pope 1993）。従って、Paananen and Lin（2009）のように、




れている。Paananen and Lin（2009）では、ドイツの企業をサンプルとして、IFRSs 導入期
間に利益調整の程度が増加すると結論付けられている。しかし、用いられた利益変動を評価
するモデル（Lang et al. 2006）は、利益変動を検証する際に、資本市場の変動（外部要因）
による利益ボラティリティの影響が除かれていないため、一定のノイズ（noise）が存在す
るおそれがあると考えられている（藩他 2008）。
Capkun et al.（2008）では、2004 年から 2005 年までに EU 市場で上場している 1722 社を
サンプルとした分析が行われている。2005 年の利益および総資産利益率（ROA）が、2004
年と比べて増加していることから、利益調整の程度が IFRSs の導入期間に高まることは指摘
されている。ただし、サンプルは IFRSs の強制適用期間（2005 年のみ）が短いため、利益
調整の原因が、経営者が利益を増加させるために利益調整するいわゆるエージェンシーの問
(6) 2006 年に中国の財政部から IFRSs とコンバージェンスした新会計基準（Chinese Accounting Standards 
for Business Enterprises: CASBE）が公表されており、2007 年から全ての上場会社が適用することとさ
れている。従って 2007 年以降、すべての上場企業には実質的に IFRSs が強制適用されていると解され
る。なお、2006 年よりも前の会計基準は、旧会計基準と呼ばれている。
(7) 新会計基準に基づいて、同時に A 株と H 株市場で上場している企業は、中国の投資者に向けて中国の
会計基準に基づいた財務報告書を作成し、海外の投資者に向けて IFRSs または香港の会計基準に基づ
いた財務報告書を作成しなければならないとされていた。なお、2010 年 12 月 10 日に、HKE（Hong 
Kong Exchanges and Clearing Limited）は、香港で上場する中国内陸の企業については、HKFRS（Hong 





























(8) AGGAP は 2005 年から適用されている IFRSs の適用前にオーストラリアで適用されていた会計基準を
指す。AIFRSs は 2005 年から適用されている IFRSs と同等とされているオーストラリア会計基準を指











































Lee et al.（2008）では、EU における IFRSs の強制適用により、資本コストが減少するの
かについての検証が行われており、1995 年から 2006 年までの EU 市場に上場している企業
1084 社をサンプルとして、IFRSs の強制適用後に、資本コストが 48％減少したことが示さ
れている。また、Prather-Kinsey et al.（2008）では、PEG 比率（price-earnings growth ratio）
の逆数の平方根を資本コストの代理変数として、IFRSs の適用によって有意に資本コストが
減少する結果が導出されている。



























する（Daske et al. 2013）。Daske et al.（2013）では、IFRSs をそのまま適用する企業、およ
びより透明性の高い会計情報を開示するために IFRSs を修正して適用する企業を、それぞれ
ラベル型（Label）とシリアス型（Serious）と分類されている (10)。これにより、何らかのイン














al.（2011）では、2005 年に EU 諸国が IFRSs を強制適用した後に、アナリストの予測誤差に
与えた影響が検証されている。IFRSs 強制適用前（2003 年、2004 年）と強制適用後（2005




























































な相関関係が存在しているとの結論が得られている（Armstrong et al. 2010；Lee et al. 2008；
Prather-Kinsey et al. 2008；Capkun et al. 2008；Lantto 2007；Byard et al. 2011）。








Byard et al.（2011）では、IFRSs の強制適用後に、アナリストの予測誤差が低減する程度は、
各国の会計基準と IFRSs の間の差異の大きさや、各国の法律を執行するレベルとポジティブ
な相関関係にあることが確認されている。
Lee et al.（2008）は、EU における 17 カ国をサンプルとして、IFRSs の強制適用前後の
資本コストを比較している。結果として、財務報告のインセンティブと執行力（financial 





















































本稿では、2005 年以降のデータを扱っている IFRSs の強制適用に関する実証研究を、会計








































得られている先行研究も存在する（Daske et al. 2013）。ラベル型とシリアス型に分けられる
要因をさらに追究していくことも、IFRSs の適用およびその結果を左右する決定要因に関す
る今後の研究課題であるといえる。
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